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コンサータ、ストラテラ、エビリファイ……。
進む薬の「単一化」を手掛かりに

50年間、10万人超の患者と共に闘い続ける一人の医師が

「精神病」の正体をついに暴く!!

「精神病」
の

正体

50年にわたり、現場の第一線で精神病患者と向き合ってきた大塚医師。
大塚氏は、生身の人たちに向き合うなか、たどり着いたことがある。
それは、「精神病は存在しないのではないか」という疑問だ。
そうした考えを持ったきっかけが、精神病の中でも最も重度ともいえる統合失調症患者の治療だった。
統合失調症は、幻聴や妄想などのある精神病で、多くの医師が匙を投げてしまう病の一つだ。

しかし大塚医師のもとを訪れる患者にADHDの薬を投与したところ目覚ましく回復。
多くの人を長年の暗闇から救うことができたという。
この体験は50年の臨床経験ならではのものでもあるが、世の中の動きからみても、
精神病が多様化してきた傾向に、歯止めがかかるきっかけとなるようなことが起き始めている。

それは、これまで精神病患者に対しては、症状に合わせた薬が処方され、
症状の数だけ飲むべき薬も増えるという事が起きていた。
そのことが、精神病になると薬漬けにされてしまう、
たくさんの薬を飲まなければならないというイメージにもつながっていた。

しかし、医療の発展に伴い、一つの薬が対象となる精神病の範囲が広がりを見せ、
必ずしも複数の症状に対して複数の薬を飲まなくても済むようになっているという。
そこで大塚医師が精神病界に対して定義したいのが、「単一性心病論」だ。
細分化され続けてきた精神病だが、それは人間が作り上げたものに過ぎないのではないか。
そして、その「単一」の部分とは、人間の個性の極端な部分に過ぎなかったのではないか――。
精神病界に一石を投じる一冊！


